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本部より
　

ワンハート 週間を終えて

大正琴・ベル・朗読劇団

　

NＮ 25周年コンサートも徐々に近づいて来ました。
練習にも身が入っている頃ですね。
久しぶりの訪問は楽しかったですね。皆さん
お元気そうでしたね。

　今もなお、マスク越しのコミュニケーションの日々が続いています。
　綾瀬ベルでは5月の道志会に続き5月30日、6月1日、6月3日の３日間、泉正園を訪問しました。
連日約30名の方々が久しぶりのコンサートを楽しみに参加して下さり、歌に体操にと会場も
大いに盛り上がり、元気をもらいました。
　「誰かのために。。。。」と行っている活動ですが、訪問先の皆さんの笑顔やエネルギーは
私たちの力となり元気をもらえます。
そして、先生や仲間の皆さんとの交流が何より自分自身の元気の源であり、活力になって
いるんだなあと久々のコンサートを終えて感じました。
　皆さん、コロナに負けず頑張っていきましょう！！ （綾瀬ベル　吹越　真佐美　）

心を合わせ、楽しく
肩たたき体操をしています

道志会での綾瀬ボイス
ケーナとウクレレとパーカッション
で歌の伴奏をしています

訪問ありがとうございます

　　　　長いコロナ禍生活のため、ワンハートの皆様のコンサートを開催することが
出来なく、デイサービスご利用者の皆様そして職員一同、さびしい思いで過ごし
てきました。
そのような中でﾎﾞﾗﾝﾃｨｱによる慰問を再開できる事になり早速ご依頼しました。
一週間のベル、大正琴、読み聞かせにご利用者も私たちも大満足でした。
ワンハートの皆様は本当に優しく明るく、演奏は勿論トークも上手く楽しい方々
ばかりで、ケアーセンターに春がきたようでした。
まだまだマスク生活が続くと思いますが、みんなで気を付けワンハートの皆様
のエネルギーでまた是非ご利用者を元気にして頂きたいと思いました。
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに来て頂き本当にありがとうございました。

道志会ケアーセンター、生活相談員の菅原さんから
コメントを頂きましたのでご紹介いたします。

泉正園での綾瀬ベル


